
 

 

 本校に新採で赴任し５年目を迎える遠藤優佳教諭

は、第１学年担任、そしてＩＣＴ教育担当です。持ち

味は、「元気と心の強さ」。初めての第１学年担任です

が、毎日、明るく元気に学習指導並びに学級経営をが

んばっています。また、タブレット端末持ち帰り等の

ＩＣＴ教育推進の要として、長期休業中を利用した教

職員のＩＣＴ研修会を自ら企画運営。すべての担任と

子供たちが日々の授業でＩＣＴ機器を有効活用して

いるのは、遠藤教諭の情熱と努力のお陰です。 

 １１月２７日（木）には、生活科の授業を提案しま

した。子供たちの思いや願い、アイディアに寄り添い

ながら秋の素材を使った遊びに没頭させ、活気ある元

気な子供たちの姿を発信しました。 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.２３ 令和５年１２月１５日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

  

 

 

－ 元気と心の強さが魅力・ＩＣＴ教育推進の要：遠藤優佳教諭 － 
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「若手教職員にスポットライトを当て、それぞれの持ち味や良さ、日常のがんばりを紹介することで教

職員という職業の魅力を伝えたい。」「教職員の笑顔が子供たちの笑顔に繋がるという視点から、保護者

並びに地域の皆様方からも若手教職員にエールを送っていただきたい。」という趣旨でスタートした本シ

リーズ。最終第４弾となる今号では、今年度５年目を迎える遠藤優佳 教諭の魅力と活躍を紹介します。 

【遠藤教諭にインタビュー】 
Ｑ 宮小っ子の魅力は？ 
Ａ 他学年との関わりが上手なところです。休み時間などに自然と交流が生まれ、１年生の面倒も良く 
 見てくれています。 
Ｑ 宮小教職員の良いところは？ 
Ａ 温かいところです。子供たちへの学習面と生活面での指導についてはもちろん、公私にわたり誰に
でも何でも相談できる雰囲気があります。 

Ｑ ５年目を迎え、一番力を入れていることやがんばっていることは？ 
Ａ 地元、朝日町に赴任し育てていただきました。仕事を通して、朝日町に恩返ししていくという気持
ちでがんばっています。教えていただいたことを、子供たちや後輩教員に還元したいと思っています。 

Ｑ 日々の職務を進める中で、やり甲斐や働き甲斐を感じる時は？ 
Ａ 子供たちがぐんと成長する瞬間を間近で見ることができた時です。子供たちが困っている時こそ成
長のチャンスであり、子供たち自身が乗り越えていく過程を見守り支える時にワクワクします。 

Ｑ これから教員を志す後輩へのメッセージ 
Ａ １年目に「先生って大変そう。」と担任している子どもに言われ、上手に返せなかった経験があり
ます。けれども今言えることは、教員という職業は、毎年度大小様々な感動がある魅力ある職業であ
り、心を動かされる職業であるということです。ぜひ、一緒に感動を味わいましょう。 

 
 
 
 

 １年教室に足を踏み入れると、遠藤教諭の快活

な指導の声、そして明るく元気な１年生の声が響

いており、「学校が楽しい。勉強が楽しい。」とい

う思いが伝わってきます。また、本校のＩＣＴ教

育が先進的であると断言できるのは、遠藤教諭が

校長の方針を深く理解し、自ら企画・運営・実践、

そして継続してきた努力の成果が表れているか

らです。心から感謝しています。（校長） 

秋の素材を紹介 

ＩＣＴ支援員と協働で企画・運営した研修会 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

  


